
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
空
白
地
帯
と
言

わ
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
地
域
で
も
、
こ
こ
数
年
の
間

で
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
巡
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ご
く
最
近
ま
で
、
ア
ジ
ア
地
域
の
Ｆ
Ｔ

Ａ
で
実
体
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自

由
貿
易
地
域
（A

SE
A

N
 Free Trade A

rea

＝
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
の
み
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
一
九
九
三

年
に
発
効
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
先
行
事
例
と
い
え
よ
う
。

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
域
内
関
税
の
低
下
は
着
実
に

進
行
し
て
お
り
、
在
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
日
系
企
業
に
と

っ
て
、
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
同
地
域
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
効
果
を
よ
り
一
層
高
め
る
上
で
重
要

性
を
増
し
て
い
る
の
が
、
通
関
手
続
き
な
ど
の
物

流
円
滑
化
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
物
流
に
関
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
進

出
日
系
企
業
が
抱
え
る
問
題
点
を
現
地
で
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
り

明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お

け
る
物
流
円
滑
化
の
課
題
を
展
望
し
た
い
。

●
域
内
関
税
引
き
下
げ
の
現
状

ま
ず
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
関
税
引
き
下
げ
状

況
を
み
て
お
き
た
い
。
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
実
現
す
る
た

め
の
関
税
引
き
下
げ
は
、
共
通
効
果
特
恵
関
税

（C
om

m
on E

ffective Preferential Tariff

＝
Ｃ
Ｅ

Ｐ
Ｔ
）
協
定
に
基
づ
い
て
、
一
九
九
三
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
に
よ
る
と
、
二

○
○
七
年
七
月
時
点
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加
盟
国

（
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
）
の
関
税

引
き
下
げ
対
象
品
目
（Inclusion List

＝
Ｉ
Ｌ
）

の
九
八
・
七
％
が
域
内
関
税
五
％
以
下
に
引
き
下

げ
ら
れ
て
い
る
（
表
１
）。

一
方
、
新
規
加
盟
国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

、
ラ
オ
ス
、

ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）
の
引
き
下
げ
も
進
ん

で
い
る
。
ラ
オ
ス
の
Ｉ
Ｌ
品
目
の
九
九
・
四
％
が

九
九
・
四
％
が
％
が

既
に
域
内
関
税
五
％
以
下
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
も
、
二
○
○
六
年
一
月
一
日
に
、

も
、
二
○
○
六
年
一
月
一
日
に
、

、
二
○
○
六
年
一
月
一
日
に
、

多
く
の
品
目
で
関
税
を
引
き
下
げ
、
関
税
率
五
％

以
下
の
品
目
の
割
合
は
九
七
・
七
％
に
達
し
た
。

即
ち
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加

ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加

ベ
ト
ナ
ム
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加

盟
国
と
同
レ
ベ
ル
ま
で
関
税
引
き
下
げ
が
進
ん
だ

こ
と
に
な
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
同
割
合
も
八
七
・

九
％
に
達
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
加
盟
が
最
も
遅
く
、
か
つ
、
関

税
引
き
下
げ
が
他
国
に
比
べ
て
猶
予
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
関
税
率
五
％
以
下
の
品
目
の
割
合

は
六
三
・
二
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
関
税
五
％
以
下
へ
の
引
き
下
げ

は
概
ね
完
了
し
た
が
、
今
後
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
原
加

盟
国
は
二
○
一
○
年
ま
で
に
域
内
関
税
を
撤
廃

（
○
％
）
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
二
○
○
四

年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
実
現
に
向
け
、
優
先
一

Ａ
Ｅ
Ｃ
）
実
現
に
向
け
、
優
先
一

）
実
現
に
向
け
、
優
先
一

実
現
に
向
け
、
優
先
一

一
分
野
（
木
製
品
、
自
動
車
、
ゴ
ム
製
品
、
繊
維
、

農
産
物
加
工
、
水
産
業
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

e-A
SE

A
N

〔
情
報
通
信
技
術
〕、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、

航
空
、
観
光
）
の
統
合
に
関
わ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
枠

組
み
協
定
（A

SE
A

N
 Fram

ew
ork A

greem
ent for 

the Integration of Priority Sectors

）
が
署
名
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
、
優
先
分
野
に
つ
い
て
は
、
関
税

撤
廃
の
時
期
を
三
年
間
前
倒
し
、
二
○
○
七
年

（
新
規
加
盟
国
は
二
○
一
二
年
）
ま
で
に
撤
廃
す

る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
お
り
、
徐
々
に
実
施
に
移

さ
れ
て
い
る
。

●
日
系
企
業
が
抱
え
る
通
関
手
続
き
の

問
題
点

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
域
内
関
税
が
低
下
す
る
中
で
、

現
地
に
実
際
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業
は
、
物

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
統
合
と
物
流
円
滑
化
の
課
題

特集／東アジア物流新時代─グローバル化への対応と課題
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流
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
物

流
を
み
る
場
合
、
港
湾
、
道
路
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
と
通
関
手
続
き
な
ど
の
ソ
フ

ト
面
と
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、

本
稿
で
は
主
に
後
者
に
関
わ
る
問
題
点

に
焦
点
を
置
く
。
具
体
的
に
は
、
通
関

手
続
き
、
原
産
地
規
則
、
陸
路
輸
送
制

度
、
基
準
認
証
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

日
系
企
業
が
ど
の
よ
う
な
問
題
点
を
抱

え
て
い
る
か
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
通
関
手
続
き
に
つ
い
て
、
ジ

ェ
ト
ロ
は
二
○
○
七
年
一
月
に
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
主
要
六
カ
国
（
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
）
に
進
出
し

て
い
る
日
系
製
造
業
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
（
回
答
企
業
計
六
○
八
社
）

を
実
施
し
た
。
同
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

貿
易
制
度
面
の
問
題
点
と
し
て
、
①
通

関
な
ど
諸
手
続
き
の
煩
雑
さ
、
②
通
関

に
時
間
を
要
す
る
、
③
物
流
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
状
況
が
不
十
分
、
④
通
達
・
規

則
内
容
の
周
知
徹
底
が
不
十
分
、
⑤
関

税
の
課
税
評
価
の
査
定
が
不
明
瞭
、
⑥

関
税
分
類
の
認
定
基
準
が
不
明
瞭
、
⑦

不
明
瞭
な
検
査
シ
ス
テ
ム
、
⑧
そ
の
他
、

の
八
つ
の
選
択
肢
か
ら
複
数
回
答
で
選

択
し
て
も
ら
っ
た
（
表
２
）。
以
下
、

国
ご
と
の
特
徴
を
み
て
み
た
い
。

タ
イ
で
は
、「
関
税
の
課
税
評
価
の

査
定
が
不
明
瞭
」
を
選
択
し
た
企
業
が
四
七
・
六

％
を
占
め
、
最
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
「
関
税
分

類
の
認
定
基
準
が
不
明
瞭
」（
三
四
・
七
％
）、「
通

達
・
規
則
内
容
の
周
知
徹
底
が
不
十
分
」（
三
二

・
四
％
）
が
続
く
。
タ
イ
に
お
い
て
は
、
関
税
評

価
、
関
税
分
類
の
問
題
が
他
の
国
よ
り
も
そ
の
割

合
が
高
い
の
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
場
合
に
は
、
物
流
に
関
し
て
問

題
点
を
認
識
し
て
い
る
企
業
は
相
対
的
に
少
な
い
。

相
対
的
に
少
な
い
。

少
な
い
。

こ
の
背
景
と
し
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
進
出
日
系
企

業
の
場
合
、
輸
出
加
工
区
（E

xport Processing 

Zone

＝
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
や
保
税
工
場
（Licensed 

M
anufacturing W

arehouse

＝
Ｌ
Ｍ
Ｗ
）
と
し
て

と
し
て

の
進
出
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
中
で
指
摘
が
多
か
っ
た
問
題
点
は
、

「
通
関
に
時
間
を
要
す
る
」（
二
九
・
三
％
）
で

あ
る
。
日
系
企
業
の
間
か
ら
は
「
基
本
的
に
モ
ノ

の
流
れ
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
が
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド

が
期
待
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
の
が
問
題
で
あ
る
」

（
日
系
家
電
メ
ー
カ
ー
）
な
ど
の
不
満
の
声
が
聞

か
れ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
に
は
、
逆
に
多
く
の
選

択
肢
で
回
答
率
が
四
割
台
に
達
し
て
お
り
、
問
題

点
が
多
い
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
特
に
高
い
割
合

を
占
め
た
の
は
、「
通
関
な
ど
諸
手
続
き
の
煩
雑

さ
」（
四
七
・
七
％
）、「
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

状
況
が
不
十
分
」（
四
五
・
四
％
）、「
通
関
手
続

き
に
時
間
を
要
す
る
」（
四
三
・
八
％
）
な
ど
で

）
な
ど
で

な
ど
で

あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
最
も
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
、

「
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
が
不
十
分
」
で
、

総品目数

適用品目（IL�）
一時的

除外品目
（TEL)

一般的
除外品目
（GEL)

センシティブ /
高度センシティブ
品目（SL/HSL)

関税率 5％以下 関税率 0％
5% 超 その他IL に占める

シェア
IL に占める

シェア
ブルネイ 10,702 10,598 9,924 93.6% 7,591 71.6% 674 0 0 104 0
インドネシア 8,732 8,620 8,620 100.0% 5,731 66.5% 0 0 0 96 16
マレーシア 12,593 12,504 12,439 99.5% 10,181 81.4% 34 31 0 89 0
フィリピン 11,490 11,444 11,369 99.3% 5,756 50.3% 75 0 0 27 19
シンガポール 10,705 10,705 10,705 100.0% 10,705 100.0% 0 0 0 0 0
タイ 8,301 8,301 8,288 99.8% 4,513 54.4% 13 0 0 0 0
原加盟 6 ����カ���国合計 62,523 62,172 61,345 98.7% 44,477 71.5% 796 31 0 316 35
カンボジア 10,689 10,454 6,603 63.2% 605 5.8% 3,851 0 0 181 54
ラオス 10,690 10,023 9,960 99.4% 629 6.3% 63 0 0 464 203
ミャンマー 10,689 10,611 9,325 87.9% 365 3.4% 1,286 0 0 51 27
ベトナム 10,689 10,523 10,285 97.7% 5,478 52.1% 238 0 0 166 0

新規加盟 4 ����カ���国合計 42,757 41,611 36,173 86.9% 7,077 17.0% 5,438 0 0 862 284

ASEAN10 合計 105,280 103,783 97,518 94.0% 51,554 49.7% 6,234 31 0 1,178 319

表１　ASEAN各国の域内関税引き下げ状況（2007 年 7月時点）

（出所）ASEAN 事務局（2007 CEPT Package��）。
（注）適用品目＝関税引き下げ対象品目。一時的除外品目＝引き下げの準備が整っていない品目。
　　 ������������ ���������������������������一般的除外品目＝関税率の削減対象としない品目（防衛、学術的価値のあるもの等）。
　　 ������������� ��������������������センシティブ品目＝適用品目への移行を弾力的に扱う（未加工農産物）。
　　 ����������� �������高度センシティブ品目＝コメ関連品目。

有効回答 通関等諸手続き
が煩雑

通関に時間を要
する

物流インフラの
整備が不十分

通達・規則内容の
周知徹底が不十分

関税の課税評価
の査定が不明瞭

関税分類の認定
基準が不明瞭

検査システムが
不明瞭 その他

ASEAN 合計 608
100.0

213
35.0

204
33.6

196
32.2

204
33.6

171
28.1

133
21.9

82
13.5

75
12.3

タイ 170
100.0

49
28.8

53
31.2

12
7.1

55
32.4

81
47.6

59
34.7

17
10.0

13
7.6

マレーシア 92
100.0

26
28.3

27
29.3

16
17.4

23
25.0

16
17.4

15
16.3

11
12.0

20
21.7

シンガポール 24
100.0

4
16.7

2
8.3

4
16.7

1
4.2

3
12.5

3
12.5

1
4.2

16
66.7

インドネシア 130
100.0

62
47.7

57
43.8

59
45.4

52
40.0

42
32.3

32
24.6

24
18.5

7
5.4

フィリピン 126
100.0

30
23.8

38
30.2

76
60.3

41
32.5

18
14.3

13
10.3

15
11.9

14
11.1

ベトナム 66
100.0

42
63.6

27
40.9

29
43.9

32
48.5

11
16.7

11
16.7

14
21.2

5
7.6

表 2��������������������������　�������������������������日系企業が抱える通関・物流面での問題点（複数回答）

（出所）平成 18 年度ジェトロ日系製造業活動実態調査（2007 年 1 月実施）�。
（注）下段は比率（％）。
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六
割
を
超
え
る
企
業
が
選
択
し
た
。
こ
の
中
に
は
、

港
湾
イ
ン
フ
ラ
や
輸
送
道
路
な
ど
の
老
朽
化
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
通
関

遅
滞
の
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
、
税

関
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
。

こ
れ
は
停
電
、
設
備
の
老
朽
化
な
ど
が
原
因
で
あ

ろ
う
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、「
通
関
な
ど
諸
手
続
き
の
煩

雑
さ
」
を
選
択
し
た
企
業
が
六
割
を
超
え
て
お
り
、

多
く
の
企
業
が
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
で
は
政
令
や
通
達
が
頻
繁
に
発
布
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
内
容
を
正
確
に
追
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
と

の
声
も
聞
か
れ
た
。
そ
の
他
で
は
「
通
達
・
規
則

内
容
の
周
知
徹
底
が
不
十
分
」（
四
八
・
五
％
）、

「
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
が
不
十
分
」（
四

三
・
九
％
）
を
選
ぶ
企
業
の
割
合
も
高
か
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
は
全
般
的
に
み
て
、
制
度
的
に
は
国
際

的
ル
ー
ル
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
が
、
運
用
面
で

は
ま
だ
徹
底
し
て
お
ら
ず
、
移
行
期
間
に
あ
る
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
に
よ
り
深
刻
さ
の
度
合
い

は
違
う
も
の
の
、
全
般
的
に
手
続
き
の
煩
雑
さ
や

遅
滞
に
関
す
る
項
目
が
目
立
つ
。

●
煩
雑
な
原
産
地
証
明
書
の
取
得
手
続

き日
系
企
業
に
と
っ
て
、
原
産
地
規
則
を
巡
る
問

題
点
は
、
大
き
く
以
下
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
一
点
目
は
、
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
現
行
の
原
産

地
規
則
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
累
積
の
ロ
ー
カ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
四
○
％
以
上
を
ク
リ
ア
で
き
る
か
ど
う

か
、
と
い
う
基
準
の
問
題
で
あ
る
。
二
点
目
は
、

日
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
原
産
地
証
明
書
を
取

得
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
手
続
き
に
関

す
る
問
題
で
あ
る
。

ま
ず
、
原
産
地
規
則
の
基
準
を
巡
る
問
題
に
つ

い
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
累
積
の
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
四
○
％
以
上
を
求
め
る
基
準
は
一
般
的
に
は

緩
い
基
準
で
あ
り
、
ク
リ
ア
す
る
の
は
容
易
と
す

る
企
業
も
多
い
。
し
か
し
、
域
内
で
調
達
で
き
な

い
特
殊
な
鉄
鋼
や
化
学
素
材
を
原
材
料
と
し
て
い

る
部
品
メ
ー
カ
ー
で
は
、
こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
す

る
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。

完
成
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
て
も
、
液
晶
テ
レ
ビ

な
ど
の
よ
う
な
高
付
加
価
値
製
品
の
場
合
は
、
部

品
の
多
く
を
日
本
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
四
○
％
以
上
を
ク
リ

コ
ン
テ
ン
ツ
四
○
％
以
上
を
ク
リ

四
○
％
以
上
を
ク
リ

ア
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

一
方
、
原
産
地
証
明
書
（
フ
ォ
ー
ム
Ｄ
）
の
取

得
手
続
き
に
関
し
て
は
、
日
系
企
業
の
間
か
ら
、

煩
雑
で
時
間
が
か
か
る
と
い
う
点
が
問
題
点
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
フ
ォ
ー
ム
Ｄ
の
審
査
の

際
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
な
ど
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
揃
え

る
の
が
大
変
で
あ
る
。
量
産
に
入
る
前
に
、
い
つ

も
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
設
計
変
更
す
る
た
め
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
や
社
内
か
ら
関
連
イ
ン
ボ
イ
ス
を
集
め
る

の
に
苦
労
し
て
い
る
」（
在
タ
イ
日
系
家
電
メ
ー

カ
ー
）
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

●
制
度
整
備
が
必
要
な
陸
路
輸
送

輸
送
モ
ー
ド
の
中
で
、
今
後
注
目
さ
れ
る
の
は

陸
路
輸
送
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域

内
の
貿
易
は
海
上
輸
送
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
数

年
前
か
ら
タ
イ
〜
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
一
部
で
陸
路

輸
送
が
本
格
的
に
利
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。
ベ
ト

ナ
ム
と
タ
イ
を
結
ぶ
東
西
回
廊
な
ど
へ
の
日
系
企

業
の
関
心
も
高
い
。「
マ
レ
ー
シ
ア
〜
タ
イ
間
は

全
て
陸
路
輸
送
を
使
っ
て
い
る
。
陸
路
輸
送
は
リ

ー
ド
タ
イ
ム
が
短
く
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
運

・
ツ
ー
・
ド
ア
で
運

ツ
ー
・
ド
ア
で
運

・
ド
ア
で
運

ド
ア
で
運

べ
る
点
で
、
輸
送
手
段
と
し
て
優
れ
て
い
る
。
ベ

ト
ナ
ム
〜
タ
イ
の
陸
路
輸
送
に
も
非
常
に
関
心
が

あ
る
」（
在
タ
イ
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
）
と
の

声
が
聞
か
れ
る
。

た
だ
し
、
バ
ン
コ
ク
日
本
人
商
工
会
議
所
が
二

○
○
六
年
一
一
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、「
東
西
回
廊
が
よ
り
機
能
す
る
た
め
の
課

題
」（
複
数
回
答
）
と
し
て
、「
通
関
・
検
査
な
ど

の
事
務
処
理
の
迅
速
化
」
を
選
択
し
た
企
業
の
割

合
が
七
八
％
と
最
も
高
か
っ
た
。
次
い
で
、「
国

境
で
の
荷
物
積
み
替
え
規
制
の
廃
止
」
が
四
七
％

と
な
り
、
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
必
要
性
を

指
摘
す
る
声
が
上
位
二
項
目
を
占
め
た
。
ハ
ー
ド

面
で
の
整
備
が
進
む
中
で
、
通
関
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
化
や
車
両
の
相
互
乗
り
入
れ
制
度
な

ど
の
一
層
の
整
備
が
今
後
望
ま
れ
る
。

●
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
さ
れ
る
規
格
統

一
化

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
を
シ
ン
グ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

し
て
事
業
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
日
系
企
業
に

は
、
規
格
、
基
準
、
相
互
認
証
制
度
な
ど
の
統
一

化
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市

場
投
入
の
時
間
が
短
縮
で
き
た
り
、
重
複
し
た
検
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査
手
続
き
の
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

輸
入
通
関
で
試
験
機
関
の
認
定
証
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
現
地
日
系
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
も
、
こ
う
し
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
意
見
と
し
て
は
、「
規
格
・
基
準
の

的
な
意
見
と
し
て
は
、「
規
格
・
基
準
の

分
野
で
は
、
例
え
ば
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
、

ベ
ト
ナ
ム
だ
け
Ｅ
Ｕ
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
導

入
し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
別
の
設
計
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
通
モ
デ
ル
で

い
き
た
い
と
こ
ろ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
専
用
モ
デ
ル
で

生
産
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
コ
ス

ト
上
昇
要
因
に
な
っ
て
い
る
」（
在
タ
イ
日
系
二

輪
車
メ
ー
カ
ー
）、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
規
格
の

統
一
化
が
望
ま
れ
る
。
認
証
の
手
続
き
が
負
担
に

な
っ
て
お
り
、
簡
素
化
し
て
ほ
し
い
」（
在
タ
イ

日
系
家
電
メ
ー
カ
ー
）、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
在
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
日
系
企
業
が
抱
え

、
在
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
日
系
企
業
が
抱
え

る
様
々
な
物
流
円
滑
化
の
課
題
を
み
て
き
た
。
全全

般
的
に
通
関
手
続
き
で
は
、
不
透
明
な
面
が
あ
り
、、

所
用
時
間
を
予
測
す
る
の
が
難
し
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
原
産
地
証
明
書
で
は
取
得
手
続
き
が
煩
雑

で
あ
り
、
陸
路
輸
送
で
は
車
両
の
相
互
乗
り
入
れ

制
度
の
整
備
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
規

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
規

さ
ら
に
規

格
・
基
準
で
は
各
国
で
の
要
件
が
異
な
っ
て
い
る

な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
統
一
市
場
と
呼
ぶ
に
は
、

ま
だ
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
数
多
い

こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
統
合
に
向
け
た
今

後
の
課
題

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
加
盟
国
一
○
カ
国
の
人
口
を
合

計
す
れ
ば
五
億
人
を
超
す
市
場
と
な
る
が
、
依
然

と
し
て
「
一
つ
の
市
場
」
と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に

あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
共
同
体
を
目
指
し
て
い
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
関
税
同
盟
に

な
る
と
い
う
構
想
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
域
内
関
税
の
引
き
下
げ
は
順
調
に
進
ん
で
い

る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
で
は
国
境
を
越
え
る
度
に

通
関
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
特
恵
関
税
を
享
受
す
る
た
め
に
は
、
原
産
地
証

明
書
（
フ
ォ
ー
ム
Ｄ
）
も
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
輸
出
先
の
規
格
・
基
準
を
取
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
一
方
で
、

中
国
は
文
字
通
り
、
一
三
億
人
の
単
一
市
場
で
あ

る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
対
抗
す
る
中
国
国
内
で
は
、

モ
ノ
の
行
き
来
は
自
由
で
あ
る
。

企
業
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
お
り
、

ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
）
へ
の
対

応
か
ら
短
期
間
納
期
へ
の
要
求
は
年
々
強
ま
っ
て

い
る
。
同
時
に
、
コ
ス
ト
削
減
に
対
す
る
圧
力
も

高
ま
る
一
方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
を
あ
た
か
も
一
つ
の
国
の
よ
う
に

自
由
に
モ
ノ
が
行
き
来
で
き
る
環
境
を
作
り
出
す

こ
と
が
理
想
的
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各

国
が
本
格
的
に
導
入
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
（A

SE
A

N
 

Single W
indow

＝
Ａ
Ｓ
Ｗ
）
は
極
め
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
シ
ン
グ
ル

・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
と
は
、
輸
出
入
の
際
に
、
複
数
の

行
政
機
関
に
ま
た
が
る
申
請
や
許
認
可
を
一
つ
の

電
子
申
告
フ
ォ
ー
ム
で
提
出
し
、
一
括
し
て
承
認

を
受
け
る
仕
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。
通
関
手
続
き

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
え
よ
う
。
シ
ン

グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
二
○

○
五
年
一
二
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
相
会
議
で
、

実
施
に
関
わ
る
協
定
に
署
名
が
行
わ
れ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｗ
は
、
国
際
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
各
国
の
通
関
手
続
き
の
申
告
フ
ォ
ー
ム
を
共

通
化
し
た
上
で
、
各
国
の
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド

ウ
同
士
で
デ
ー
タ
交
換
で
き
る
よ
う
に
統
合
す
る
。

こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
輸
出
手
続
き
の
デ
ー

タ
が
輸
入
手
続
き
の
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
で
き
、

通
関
手
続
き
の
簡
素
化
、
迅
速
化
が
図
ら
れ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｗ
導
入
は
二
○
一
○
年
を
目
標
と
し
な
が

ら
も
、
加
盟
国
の
発
展
段
階
の
違
い
を
踏
ま
え
、

先
発
加
盟
六
カ
国
は
遅
く
と
も
二
○
○
八
年
ま
で

に
、
新
規
加
盟
国
は
二
○
一
二
年
ま
で
に
、
そ
れ

ぞ
れ
導
入
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｗ
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
は
既
に
完
成
し
て
お
り
、
二
○

○
六
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
タ
イ
の
二
カ
国
間
で
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
特
恵
関
税
の
た
め
の
原
産
地
証
明

書
（
フ
ォ
ー
ム
Ｄ
）
及
び
輸
出
入
申
告
書
の
デ
ー

タ
交
換
が
試
験
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
グ

ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
は
通
関
手
続
き
の
迅
速
化
、
透

明
性
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
同
様
に
、
陸
路
輸
送
制
度
に
お
け
る
通
関

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
車
両
の
相
互
乗
り

入
れ
制
度
の
整
備
な
ど
も
早
期
の
実
現
が
期
待
さ

れ
る
。

（ 

わ
か
ま
つ　

い
さ
む
／
日
本
貿
易
振
興
機
構

企
画
部
）
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